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令和４（2022）年度第９回定例記者会見開催のお知らせ 

 

 
日時：2023 年３月９日（木）10:00～11:00 

場所：豊橋技術科学大学 事務局３階大会議室 

YouTube：https://youtube.com/live/z6s4IHNrAsw 

 

 

＜本件連絡先＞             

総務課企画・広報係 高柳・岡崎・高橋 

TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509  

＜記者会見項目＞ 

① 夜の方が目が良くなる 

～簡単・スピーディーな視力検査装置で分かった コントラスト感度の日内変動～ 

【エレクトロニクス先端融合研究所 准教授 鯉田 孝和】（別紙１） 

 

② 国立大学法人豊橋技術科学大学 キャンパスマスタープラン 2022 を策定 

【理事・副学長 若原 昭浩】（別紙２） 

 

③ ギカダイキャンパスツアー2022 を開催します 

【広報部会／機械工学系 准教授 横山 博史】（別紙３） 

 

④ 天伯小学校で〈弱いロボット〉の岡田教授が講演！ 

～〈弱いロボット〉だからできること～ 

【情報・知能工学系 岡田美智男 研究室（ICD-LAB）】（別紙４） 

 

⑤ 東海地域の６次産業化推進人材育成 受講生募集のお知らせ 

【先端農業・バイオリサーチセンター】（別紙５） 

 



＜別紙１＞ 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

２０２３年３月７日 

 

＜概要＞ 

豊橋技術科学大学エレクトロニクス先端融合研究所 鯉田孝和准教授と東京工業高等専

門学校の研究チームは、人間の視力（コントラスト感度）が時刻とともに改善していくこ

とを明らかにしました。一般に日常作業の効率は朝に良く、時間の経過とともに悪くなり

ます。これは疲労が原因です。一方で、眼の網膜には体内時計による効果で夜になるにつ

れて感度が良くなる細胞が存在することが知られていました。しかし、これまで人の視覚

性能が時刻によって改善する効果を明瞭に示した研究はありませんでした。おそらく過去

の研究では、計測に時間がかかるなどの問題により、実験を繰り返すことで疲労の効果が

高まっていたためと考えられます。そこで本研究では、タッチパネルを用いた簡便なコン

トラスト感度測定プログラムを開発することで、これまで数十分かかっていた計測の時間

を３分に短縮することに成功し、さらにこのシステムを応用することで、コントラスト感

度が時刻とともに改善していくことを明らかにしました。これは視覚系には、疲労に打ち

勝って性能を維持する機能があることを示しています。本研究は、視力を維持するために

必要なリハビリ法の開発や、網膜の機能を維持するための創薬開発につながることが期待

されます。本研究は、学術誌「生体医工学」に論文発表されました。 

 

＜詳細＞ 

人体には体内時計が備わっており、あらゆる細胞が時刻によって活動状態を変えること

が知られています。眼の網膜も例外ではありません。例えば魚類の網膜には、夜になるに

つれて光への感度が良くなる細胞があります（引用１）。また人間の網膜の活動状態を示す

網膜電位測定においても、時刻によって変化があり（引用２）、瞳孔径は視環境の明るさを

一定に保っていても夜に大きくなる（引用３）など、様々な生物学的な証拠が視覚機能の

時刻依存性を示唆していました。それにもかかわらず、実際に人間が物を見ているときに

時刻によって見え方が変わるのかを示した研究は少なく、その結果は一貫していませんで

した。 

研究チームは、このような不一致は計測方法に問題があるためであると考えました。実

験は朝、昼、晩と順に行われることが多いのですが、その場合時刻とともに疲労が蓄積し

て感度が悪くなったり、逆に実験に慣れて上達してしまい、見かけ上感度が良くなってし

まうなどの可能性がありました。特に問題になるのが、一回の実験ごとに 20分以上かけて

何回も計測を行う必要があった点です。そこで本研究では、コントラスト感度の計測を簡

便、スピーディーに測定するプログラムを作ってこの問題を解決しました。 

研究チームの作ったプログラムはタブレットパソコンを用いて、灰色の画面の中のどこ

かにじわじわと現れてくる縞模様を見つけたらタッチする、という簡単な課題を行うもの

です。これを様々な太さの縞模様に対して測定することで、コントラスト感度を測定する

ことができます（図１）。 

夜の方が目が良くなる 
～簡単・スピーディーな視力検査装置で分かった コントラスト感度の日内変動～ 



 

図１ (a) タッチパネルで感度を測る。(b) 画面に縞模様が出ている状況。 

 

このプログラムを用いて、朝昼夕晩（8, 12, 16, 20時）においてコントラスト感度を測

定しました。その結果、時間とともに検出するのに必要なコントラストが小さくて良いこ

と、つまり感度が良くなっていくことが明らかになりました（図２）。効果は主に細かな縞

模様（> 6 cycle/degree）で顕著でした。この実験は朝から順番に測定したため、疲労や学

習といった順序の効果がある恐れがありました。しかし、測定する順番をランダムにして

も結果は一貫していました。 

 

図２ 各時刻でのコントラスト感度。夜の方がプロットが下、つまり感度が良いことを示す。 

 

時刻とともに感度が下がるのであれば、それは疲労の効果であり、驚くことではありま

せん。しかし本研究で明らかになった感度が上がるという効果には、何かしら眼や脳が感度

を積極的に改善する仕組みが必要です。網膜細胞の情報処理や、瞳孔径や眼球形状といっ

た眼光学的要因によって達成されていると予想されますが、それぞれのどれが重要だった

のかを解明するには、さらなる研究が必要です。 

  



＜今後の展望＞ 

本研究で明らかになった視力が良くなる仕組みは、逆にその機能が失われると夜に視力

が著しく悪化することを意味します。本研究は、視力を保つために必要なリハビリ方法の

開発や、創薬開発などにつながることが期待されます。 

 

＜用語＞ 

コントラスト感度：文字や縞模様を見るときに、どれだけ薄くしても（コントラストを下

げても）認識できるかを測った指標のこと。一般的な視力検査がどれだけ細かい物が見え

るかを白黒で測定するのに対して、様々な太さや細さの縞模様を用いてそれぞれへの感度

を測定する点に特徴がある。 

 

＜引用文献＞ 

１ Li L: Circadian Vision in Zebrafish : From Molecule to Cell and from Neural Network to Behavior. J Biol Rhythms. 34(5), pp. 

451-462, 2019. 
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＜論文情報＞ 

「概日リズムによる輝度コントラスト感度特性の変化」 

吉川真由・永井翠・鯉田孝和 

生体医工学 60(6):158-163, 2022（2023 年 2 月発行） 

DOI:10.11239/jsmbe.60.158 

本件に関する連絡先 

広報担当：総務課企画・広報係 髙柳・岡崎・高橋 

TEL：0532-44-6506 FAX：0532-44-6509 



夜の方が目が良くなる
～簡単・スピーディーな視力検査装置で分かった

コントラスト感度の日内変動～

鯉田孝和 （こいだこうわ）
豊橋技術科学大学 エレクトロニクス先端融合研究所・准教授

koida@tut.jp

プレスリリース 2023-03-09

背景｜体内時計と視覚

視覚が夜に良くなる生物学的証拠

• 網膜細胞の感度が上昇
• 瞳孔径（しぼり）が大きくなる
• 眼球のゆがみが治る

実際に目は良くなるの？
→視力検査ではあいまいだった。

なぜだろう？



対策｜正確かつ簡便な計測法

過去の研究では正確な測定に時間がかかった（２０分）
そのため、疲労や学習の効果が結果に悪影響した

そこで、簡単スピーディに測定可能にするタブレット装置
を開発。計測時間を３分程度に短縮。

コントラスト感度



結果｜コントラスト感度は改善

縞模様の細かさ
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結果｜色の感度は下がる

縞模様の細かさ

1                     10   (cycle/deg)

10%

1%

色の縞模様の細かさ

まとめと意義
視力の時刻の効果を調べたら…

• 感度が低下＝疲労 （普通）
感度が上昇＝積極的な機能 * 新発見

• 眼や脳に視力を良くする仕組みがある

• その仕組みが失われると夜に視力が悪化する。
視力を保つために必要なリハビリ方法の開発や、
創薬開発などにつながることが期待されます。
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＜書誌情報＞

「概日リズムによる輝度コントラスト感度特性の変化」

吉川真由、永井翠、鯉田孝和， 生体医工学 60(6):158-163, 2022
DOI:10.11239/jsmbe.60.158
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２０２３年３月７日 

 
＜概要＞ 

本学では、教育研究活動の基盤となるキャンパス環境の質の向上を図るため、長期的視点に

立った計画的な整備を行うことを目的として、キャンパス全体の基本的な計画である「キャン

パスマスタープラン」を定めています。 
この度、2016 年度に発行したキャンパスマスタープランを改定し、「キャンパスマスタープ

ラン 2022」を策定しました。詳細について、理事・副学長 若原昭浩（経営、将来構想・中期

目標、高専連携、研究担当）から、会見にて発表します。 
 
＜詳細＞ 

■キャンパスマスタープラン 2022（2023 年 1 月 27 日発行） 
https://www.tut.ac.jp/about/overview/charter/campus-master-plan.html 
「キャンパスマスタープラン 2022」は、「1.キャンパスマスタープランの目的」「2.キャンパ

スの建物経過と現状・課題」「3.キャンパスマスタープランの基本目標及び基本方針とデザイン

ポリシー」「4.個別計画」「5.キャンパスマスタープランの運用計画」「6.既存施設の有効活

用」「7.資料編」の７編から構成されます。 

 

 
 

国立大学法人豊橋技術科学大学 
キャンパスマスタープラン2022を策定 

◆「キャンパスマスタープラン 2022」1-2-1 から抜粋 
キャンパスマスタープランの必要性 
大学キャンパスは、世界で一流の優れた人材の育成や創造的・先端的な学術研究を推進す

るための拠点であり、生涯学習や産学連携など地域貢献の実践の場である。また、国立大学

法人は、国民から負託された資産であるキャンパスを最大限に活用し、教育研究の質の向上

を図り、教育研究の成果を経済的価値や社会的・公共的価値の創出につなげていくことが求

められている。 
このようなキャンパスを実現するためには、敷地の有効活用の視点を欠いた整備や利用者

の視点を欠いた周辺と調和の取れていないキャンパス環境の形成など、場当たり的な整備を

行うのではなく、キャンパス全体の整備・活用を図るキャンパスマスタープランを策定し、

長期的視点に立った計画的な整備を行うことが重要である。 

本件に関する連絡先 

広報担当：総務課企画・広報係 髙柳・岡崎・高橋 

TEL：0532-44-6506 FAX：0532-44-6509 



国立大学法人豊橋技術科学大学
キャンパスマスタープラン2022を策定

キャンパスマスタープランの目的

※1-1 はじめに より抜粋

「開学45年が経過し、大学を取り巻く社会情勢は大きく変化しており、大学がそ
のミッションを遂行するためには、情勢を的確に把握し、変化に適切に対応して
いく必要があります。本学がこれから迎える50周年、そして100周年に向けて、
社会の変革に対応できるサスティナブルな大学を構築していくには、開学当時
の構想を基本理念としたうえで、本学の強みや特徴をさらに強化する事はもちろ
ん、新しい事に挑戦していく改革によりイノベーションを起こしていくことが不可
欠となります。」

「多様な経験や文化的背景、性別、国籍、能力をもつ学生が、共に学び合い、学
生の創意・発意に基づく学生活動や、活力に富んだ充実した学生生活をおくれ
るキャンパスはもとより、地域・産業界に開かれた活気あふれるキャンパス、さら
には社会的要請でもあるSDGs実現のためカーボンニュートラルを考慮したキャ
ンパスづくりが必須となっています。」

「このキャンパスマスタープラン2022は、そのような状況を踏まえ、本学が目指
すべきキャンパスの将来像を描くものであり、今後の施設整備をさらに良い形で
推進するため、必要な事項についてまとめたものであります。」



キャンパスマスタープランとは

1-2-1 キャンパスマスタープランの必要性

大学キャンパスは、世界で一流の優れた人材の育成や創造的・先端
的な学術研究を推進するための拠点であり、生涯学習や産学連携など
地域貢献の実践の場である。また、国立大学法人は、国民から負託さ
れた資産であるキャンパスを最大限に活用し、教育研究の質の向上を
図り、教育研究の成果を経済的価値や社会的・公共的価値の創出につ
なげていくことが求められている。

このようなキャンパスを実現するためには、敷地の有効活用の視点を
欠いた整備や利用者の視点を欠いた周辺と調和の取れていないキャン
パス環境の形成など、場当たり的な整備を行うのではなく、キャンパス
全体の整備・活用を図るキャンパスマスタープランを策定し、長期的視
点に立った計画的な整備を行うことが重要である。

キャンパスマスタープランとは

1-2-2 キャンパスマスタープランの役割

キャンパスマスタープランには、

①学長のリーダーシップによる大学の戦略構想などの実現を、物
理的環境や施設の側面から支援していくこと、

②キャンパス整備への投資に対して、必要性・緊急性などをわか
りやすく関係者等へ提示すること、

③施設整備の計画と整合の取れた中長期的な修繕計画を立案・
実施することなどが、役割として考えられる。



キャンパスマスタープランとは

1-2-3 キャンパスマスタープランの位置付け

キャンパスマスタープランは、大学憲章や中期目標・中期計画、
将来ビジョンなどの大学の理念・方針・計画に基づき、策定される。

将来ビジョン

キャンパスマスタープラン目次

2．キャンパスの建物経過と現状・課題
2-1 沿革、2-2 キャンパスの建物経過、2-2-1 開学当初時点（1976～1978）、
2-2-2 開学10周年時点（1979～1986）、2-2-3 開学20周年時点（1987～1996）、
2-2-4 開学30周年時点（1997～2006）、2-2-5 現在（2007～2022）、
2-2-6 建物経過からみる大学配置の経過と課題、2-3 現状・課題、
2-3-1 キャンパスと周辺地域との立地関係、2-3-2 建物配置、2-3-3 自然環境、
2-3-4 交通・動線、2-3-5 パブリック空間、2-3-6 景観イメージ、
2-3-7 シンボルおよびシンボル的空間、2-3-8 パブリック空間の利用状状況、
2-3-9 建物・設備更新、2-3-10 施設の老朽化・耐震化、2-3-11 エネルギー使用量、
2-3-12 現状と課題一覧、2-4 景観イメージに関するアンケート調査、2-4-1 景観イメージ調査、
2-4-2 景観イメージ、2-4-3 憩いの場・緑地空間、2-4-4 シンボル的施設、将来的に必要な施設、
2-5 今日の社会的要請、2-5-1 災害レジリエンス、2-5-2 イノベーション・コモンズ、
2-5-3 カーボンニュートラルに向けた取組

1．キャンパスマスタープランの目的
1-1 はじめに、 1-2 キャンパスマスタープランとは、 1-2-1 キャンパスマスタープランの必要性
1-2-2 キャンパスマスタープランの役割、 1-2-3 キャンパスマスタープランの位置付け



キャンパスマスタープラン目次

3．キャンパスマスタープランの基本目標及び基本方針とデザインポリシー
3-1 上位計画、3-2 キャンパスマスタープランの基本目標と基本方針、3-3 デザインポリシー

4．個別計画
4-1 デザインポリシーと個別計画、4-2 ゾーニング計画、4-2-1 キャンパスの骨格軸、
4-2-2 建物用途、4-3 緑地保全計画、4-3-1 緑地保全区域、4-3-2 開発可能エリア、
4-4 動線計画、4-4-1 歩行者・自動車動線、4-4-2 駐車・駐車場・バス停の整備、
4-5 建物配置計画、4-5-1 イノベーション・コモンズの推進、4-5-2 戦略的新施設の配置、
4-6 パブリックスペース計画、4-6-1 交流スペース・アプローチ計画、
4-6-2 包摂的生活環境の創出、4-6-3 外部空間におけるストリートファニチャー整備、
4-7 景観計画、4-7-1 スカイラインを考慮した建物高さコントロールの考え方と視点場の設置、
4-7-2 建築デザインの考え方（色彩・屋根形状）、
4-7-3 グリーンベルトによるグリーンインフラの推進、4-8 インフラストラクチャー計画、
4-9 サイン計画

キャンパスマスタープラン目次

5．キャンパスマスタープランの運用計画
5-1 組織図、5-2 サスティナブルキャンパス実現に向けた環境計計画、
5-2-1 長期修繕計画、5-3 多文化、多様性に配慮した環境づくり、
5-3-1 バリアフリーに関する計画、5-3-2 ダイバーシティに関する計画、
5-3-3 職員宿舎、5-4 防災・安全に配慮した環境づくり、5-4-1 防災計画

6．既存施設の有効活用
6-1 施設マネジメントの一元管理と課金制度、6-2 共同利用スペースの確保について

7．資料編
7-1. 景観イメージに関するアンケート調査、7-1-1 景観イメージに関するアンケート調査(分析)、
7-1-2. 景観イメージに関するアンケート調査(自由記述一覧)、
7-2. 豊橋技術科学大学デザインマニュアル、7-2-1 デザインマニュアルについて
7-2-2 デザインガイドライン、7-2-3 デザイン・コード、
7-3 豊橋技術科学大学バリアフリーガイドライン、7-3-1 はじめに、
7-3-2 バリアフリー化の優先順位、7-3-3 バリアフリー化の方針、7-3-4 参考資料



イノベーション・コモンズ（共創拠点）

マルチレイア型イノベーション・コモンズ

イノベーション・コモンズ（イメージ図）



＜別紙３＞ 
国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

２０２３年３月７日 

 
＜概要＞ 

高専生・高校生とその保護者を対象として、キャンパスツアーを開催します。開催する日程

のうち、３月 17 日（金）について、当日の取材をお受けいたします。 

 

＜取材対応詳細＞ 

日 付 時 間 事 項 

３月 17 日（金） 

13：30 ～ 13：50 
大学概要説明（高専生向け・高校生向け） 

ギカダイ生 自己紹介 

14：00 ～ 14：20 キャンパス散策（図書館・福利施設等） 

14：20 ～ 15：10 研究室見学 

15：20 ～ 15：40 ギカダイ生への質問タイム 

15：50 ～ アンケート記入 解散 

※取材を希望する場合は、13:20 に事務局玄関前までお越しください。 
 
＜キャンパスツアーについて＞ 

全国の高専生・高校生とその保護者を対象に、実際に行ってみないと体感できない、大学の

雰囲気や大学生の様子などを公開することを目的として開催しています。 

 

ギカダイキャンパスツアー2022 を開催します 

広報・取材に関する連絡先 

広報担当：総務課企画・広報係 髙柳・岡崎・高橋 

TEL：0532-44-6506 FAX：0532-44-6509 



＜別紙４＞ 
国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

２０２３年３月７日 

 
＜概要＞ 

3 月 13 日（月）、情報・知能工学系教授 岡田美智男による、天伯小学校 5 年生に向けた講

演を行います。 
 
【日 時】3 月 13 日（月）14:00～15:40 
【場 所】豊橋市立天伯小学校（2 階 音楽室） 
【講演者】情報・知能工学系教授 岡田美智男 
【題 目】〈弱いロボット〉だからできること 
【内 容】5 限 14:00～14:45 講演 

6 限 14:55～15:40 生徒からの質問、ロボットとのふれあい 
 
＜詳細＞ 

2020 年度、新たに改訂された小学校 5 年生国語科用 文部科学省検定教科書『新しい国語 
五』の教材文として、本学 岡田美智男教授らの〈弱いロボット〉を題材とした説明文『「弱い

ロボット」だからできること』が掲載されています。今回はこの内容に基づいた講演です。 
 
教 科 書：小学校 5 年生国語科用 文部科学省検定教科書『新しい国語 五』 
発 行 者：東京書籍株式会社 
掲載文章：岡田美智男 文、「弱いロボット」だからできること 
使用期間：2020 年度から 2023 年度までの 4 年間 
 
＜講演当日の取材について＞ 

講演当日の取材について対応可能です。報道機関の方々につきましては、ぜひ取材にお越し

ください。 
 

 
 

天伯小学校で〈弱いロボット〉の岡田教授が講演！ 
～〈弱いロボット〉だからできること～ 

広報に関する連絡先 

広報担当：総務課企画・広報係 髙柳・岡崎・高橋 

TEL：0532-44-6506 FAX：0532-44-6509 

取材に関する連絡先 

豊橋市立天伯小学校 

TEL：0532-45-6165 FAX：44-1376 



＜別紙５＞





＜別紙６＞ 

令和 5 年（2023 年）度 定例記者会見開催日程 
 
 

第１回  ４月２０日（木） １０：００～ 事務局３階大会議室 

第２回  ６月２２日（木） １０：００～ 事務局３階大会議室 

第３回  ８月１０日（木） １０：００～ 事務局３階大会議室 

第４回  ９月１４日（木） １０：００～ 事務局３階大会議室 

第５回 １０月２６日（木） １０：００～ 事務局３階大会議室 

第６回 １２月１４日（木） １０：００～ 事務局３階大会議室 

第７回  １月１８日（木） １０：００～ 事務局３階大会議室 

第８回  ２月２２日（木） １０：００～ 事務局３階大会議室 

 
新型コロナウィルス感染症の拡大状況によっては、オンラインにて開催することがあります。 
定例以外に臨時で会見を行う場合があります。 

 

以 上  
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